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　Recently，　patients　who 　have　been　exposed 　indoors　mixed 　molds 　have　been　reported 　to　the　asthma ，　airway

irritation．　This　study 　was 　aimed 　to　clarify 　the　influence　of　fungous　concentration 　on 　the　health　effects

related 　to　schoolchildren
’
s　residential 　environment ．　TWo 　groups　called 　case 　group　and 　control 　groups　were

studied 　in　this　stud メ Moreover
，
　comparison 　of　a　PDA 　culture 　medium 　and 　DG18　culture 　medium 　was 　also

carried 　out 　to　measurement 　of 　mold ．　The　results 　pointed　out 　that　the　DG18 　media 　are 　suitable 　to　culture

fungi　in　residential 　environment ．　The　indoor　airborne 　fungus　concentration 　obtained 　by　DG18 　media 　in　the

case 　groups　was 　significantly 　Ligher　than 　the　airborne 　fungus　concentrations 　in　the　control 　groups　in　rainy

season ．　 This　 result 　is　strongly 　supporting 七hat 　indoor　airborne 　fungus　contamination 　causes 　asthma 　or

airway 　irritation　symptom ，　Moreover ，
　this　fact　agrees 　with 　the　result 　of 　the 　questionnaire　survey ．

1 はじめに

　筆者らは住宅 にお け る建築物の 断熱・気密性能，換気

量 ， 室内温字鍍 な ど建築環境工 学 の 視点を取 り入れた疫

学的手法に基づ き，居住環境が呼吸器 ・ア レ ル ギ
ー

性疾

患に与え る影響を 明 らか にする と と もに，建築学の 視点

か ら汚染低減策を提案す る こ とを H 的 と して，
一
連の 詳

細な調査研究を実施 して い る。

　こ れまで，疫学的手法に基づ い た調査の デザイ ン
1），

全国範囲で の ア ン ケート調査 （Phasel，対象者小学校 4，

5 年生計 26438名，回 収件数 ：7392）2），Phase1 の 調

査対象 か ら協力が得 られた者に対す るより詳細な ア ン ケ

ー
ト調査 （Phase2，配布 2651 件，有効回収件数 1657

件。調査内容 ：疾患状況 居住環境な ど）を行 っ た。そ

の 結果，全 国的に ア レ ル ギー
性疾患の 有病が 50％ と高い

値を示 した。 また，症棚 「亅に 見 る と，ア レル ギ
ー

性鼻炎

の 有病率が最 も高 く，次い で ア トピー
性皮膚炎や喘息 の

割合が 高か っ た。なお 各症状にお い て ，地域間の 差は認

め られ なか っ た
3〕
ま た，Phase2 の 調査結果 を 基に行っ た

解析より， カ ビや水 シ ミ等が複数発生 してい るほど， 児

童の 健康に与え る影響度合い も大きくなる こ とが 示 され，

ダン プ ネ ス 状態が重度化するほ ど，ア レル ギ
ー
性症状が

発症する確率が高くなる こ とが 明らか となっ た
4＞。また，

Phase2 で ア ン ケー トに 回答し，さ らに 室内環境の 測定

に協力が得られた対象にお い て ， 室内浮遊真菌，
ハ ウス

ダス ト （HD ）中の 真菌量な どにつ い て冬期，梅雨期，

お よ び 秋期に調 査 を行 っ た。こ れ ま で，筆者 らは冬期
5 ｝

と梅雨期
6切 真菌に 関する調査結果に つ い て報告して お

り，使用する培地よっ て 測定結果 に 差がある こ と，多 く

の 住宅内で 真菌に よる 汚染が 顕著 で あ る こ となどが明 ら

か に した。

　本報 で は ， 2010年秋期に 行 っ た調査の 結果を報告 した

うえ で，こ れ ま で の
一
連 の 研究結果 と併せ て考察を行 う。

2 秋期調査 の 概要

2．1 調査対象住宅

　測定対象は北海道 （2件），青森県 （5件），宮城県 （10

件），秋 田県 （2 件），山形県 （1件），愛知県 （4 件），大

阪府 （3 件），兵庫県 （4 件），福岡県 （北 九州市 4 件，

福岡市 7件）の 計 42件で あっ た （うち，コ ン トロ ール 1

16 件，ケ
ー

ス ：26 件）。測定対象室は こ れまで と同様に
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各住宅 の 居間 （L 室）と子供部屋 （B 室）とした。

2．2 測定方法

　測定は冬期 ・梅雨期 と同様に した ：居間の 浮遊真菌→

子供寝屋 の 浮遊真菌 （同時に L 室の ハ ウス ダス トHD ）

→ 外気 中の 浮遊真菌 ・子 供寝室の HD 。なお ，外気中の

浮遊真菌に よる 室内濃度へ の 影響を避けるため に，予め

各住宅 の 居住者に対 して 調杳開始予定時間の 2時間前か

ら窓を閉じる よ うに お願い した。

　浮遊真菌の 測定 に MBS −1000 サ ン プ ラ （ミ ドリ安全

製），HD の 採取にハ ン デ ィ タイプ ク リ
ーナーPV −H22 （口

立製）を用 い た。培地別別 の浮遊真菌の測定結果を比較

す るた め に，浮 遊真菌の 測定に CP 加ポテ トデ キス トロ

ース 寒 天培地 （以降 PDA と略す） とDG18 寒天培地を

用い た。1測定にっ き，PDA と DG18 をそれぞれ 2枚

ずっ 用 い た。ま た，採集 した HD を篩い 落 とした細塵 （使

用 メ ッ シ ュ ：300μ m ） に つ い て，天 秤 で 重量を計 り，

滅菌緩衝 リン 酸液 10mL に浸 し，均一
になるように攪拌

した の ち，ス パ イラル プ レ ダーに て培地 1 枚につ き 50

Pt　L を塗布 した。なお，培地の 培養条件を 25℃，50 間

以上 とした 。

3 結果

3．1PDA とDG18 培地 の 比較

　図 1 に PDA と DG18 寒天培地 に よ る室 内浮遊真菌濃

度の 測定結果の 比較を示す。既往の 冬期
5）と梅雨期

G〕
の 測

定結果と同様に全体的に DG18 で多くの 真菌が測定され

て い る。それは好乾性 カ ビの 培養に 向い て い る DG18 で

AspergiUus　sp ．，跏 o泌 伽 sp ．が顕著に多く検出され

たため で ある 。

　DG18 とPDA 培地で 検出された浮遊真菌数 の 差につ い

て は 図 2 に 示 す レO 比 がより顕箸にな っ てお り，住宅内で は

好乾性真菌が優位に 生育して い ることが分か るe 以後に 示
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図 2PDA とDG18 で の 110比 の 比較

す結果は DG18 培地によるもの で ある。

3．2 ケ
ース ・

コ ン トロ ール群室内浮遊真菌濃度の 比較

　図 3 に秋期に おける室内浮遊真菌濃度の 測定結果と梅

雨期 の 測定結果を併せ て示す。両測定結果 の 対象は異な

るた め
一
概に 比較は で き ない が，秋期の 測定結果に高い

濃度が 比較的多く見 られ た 。 秋期に お け る居間と子供寝

室の 測定結果 の うち，特に高濃度を示す 4 件 の 内訳は青

森2 件，秋 田 1 件，兵庫 1 件で あり，何れ も梅雨期の 測

定に含まれ て い な い 住宅 で あ っ た。なお ，梅雨期の よ う

に コ ン トロ ール群よ りケ
ー

ス 群の 浮遊真菌濃度が高い こ

とは見 られなか っ た。
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図 4 浮遊真菌濃度の 110比

な お ，秋期 の ケ
ー

ス 群 の 子 供 寝室 の 最 大 値 は

26000cfu／mg （図中省略）で あっ た。

　図 6 に梅雨期，図 7 に 秋期 にお け る堆積真菌量 と相対

湿度 の 関係を示す 。 梅雨期で は ，コ ン トロ ー
ル 群に おい

て は両者間 の 相関関係がみられなかっ たが，ケ
ー

ス 群で

は堆積真菌量 と相対湿度の 問に 有意な相関関係が認 め ら

れ ， 65％か ら 75％に か けて，相対湿度に比例 してハ ウス

ダス ト中の 堆積真菌量が多くな る こ とが明らか になっ た。

　
一方秋期では，ケ

ー
ス 群 とコ ン トロ

ー
ル 群の い れずに

お い て も両者間に 有意な相関関係が認め られなか っ た 。

こ れ は秋期の 室内相対湿度の 殆 どが 65〜70％以下にな

っ て い るためと考えられ る。
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図 6 堆積真菌量 と相対湿 度の 関係 （梅雨期）
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図 7 堆積真菌量 と相対湿度の 関係 （秋期）

　図 4 に秋期 と梅雨期の 浮遊真菌濃度 の 110比を示す。

秋期に お い て は ケース 群とコ ン トロ
ー

ル 群の 間に 明確な

差 が み られ なか っ た。

3。3 堆積真菌量と室内相対湿度の 関係

　図 5 に秋期 と梅雨期 の 堆積真菌量 を示す。コ ン トロ
ー

ル 群 に 比 べ ケ
ー

ス 群 の 堆積真菌量が 多 くなる傾 向に あ る 。

4 考察

4．1 住環境における真菌測定用培地 に つ い て

　 こ れ ま で 行 っ た 冬期，梅雨期 ，
お よ び 夏期 の 測定結果

で は，何れ も PDA 培地 よ り DG18 培地 で得られ た浮遊

真菌濃度 が 高くな っ て い る。こ れは，DG18 が得意とす

る AspetgWus 　sp ．などに代表される好乾性真菌が住環境

中に多く生息 して い るた め で あ る と考え られ る。こ の こ
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とか ら，住環境中の 浮遊真菌濃度の 測定 に は PDA 培地

よ り DG18 培地 が適 して い る こ とが 明 らか に なっ た。

　一方，堆積真菌に つ い て は，必ず しも同様な傾向が 見

られ なか っ た。これ は堆積真菌量が多い 場合，あ る特定

の 真菌 （好乾性また は好湿性） が優先種となっ て い るた

めで ある。こ の こ とは住環境内の 湿度環境などに大きく

影響され る もの で ある と推察される。 また ， 冬期 の 測定

結果で は，ハ ウス ダス ト中に好湿性真菌が多く見 られ た

こ とか ら，堆積真菌を培養するに は好湿性真菌に適 して

い る PDA 培地 の 併用が 望ま しい と思わ れ る。

4．2 浮遊真菌濃度につ いて

　ケ
ー

ス 群 とコ ン トロ ー
ル 群の 浮遊真菌濃度 の 比 較に お

い て，梅雨期で は ケース 群が全体的 に 高い 値を示 し たが，

秋期 で は逆 の 傾向が見 られた。梅雨期 と秋期は測定対象

が 異な り，．一概に結論付け られ ない が，浮遊真菌濃度 は

換気や居住者の 活動な どの 影響も受 け る た め，浮遊真菌

濃度の み で の ダ ンプネ ス の評価は難 しい と思われる。ダ

ン ブネ ス に関係する室内真菌汚染の 評価に おい て は，室

内湿度環境と直接関係す る堆積真菌量 とその 種類を用 い

る必要があ る と考えられ る 。

4．3 堆積真菌量に つ い て

　堆積真菌量 につ い て は，堆積真菌量が多い 住宅 の 殆 ど

がケース 群で あっ た
。

ま た
， 梅雨期 の 測定結果 で は ケー

ス 群における堆積真菌量 と相対湿度の 間に有意な相関関

係が認め られ，65％から 75％に かけて，相対湿度に比例

して ハ ウス ダス ト中の 堆積真菌量 が多くな るこ とか ら，

高湿度環境は真菌 の 増殖を促進させ るこ とを定量的に把

握 した。
一

方，全体的 に 室内相対湿度が 65〜70％以下 の

秋期に おい て は，堆積真菌量 と相対湿度の 問に有意な相

関関係が 認 め られなか っ た。こ れ は，筆者らが 以前 に指

摘 した建築環境中に おける真菌の 増殖の リス ク となる相

対湿度が 70％以上 で あるこ と
7）
と整合す る。言 い 換えれ

ば，居住環境 中の 真菌対策と し て は，相対湿度を 70％以

下 に制御す る こ とが 重要 で あ る。

5 結論

　冬期，梅雨期，秋期におけるケ
ー

ス 群とコ ン トロ
ー

ル

群の 住環境中の 浮遊真菌 と堆積真菌 を 中心 と した 測定の

結果，以下の 事柄が 明らか に な っ た．

　［11住環境中の 浮遊真菌 の サ ン プ リン グには DG18 培

地 が適して い る。ま た，ハ ウス ダス ト中の 堆積真菌の 培

養に は PDA 培 地 の 併用が望ま しい 。

　［2］浮遊真菌濃度 の みによる住環境中の 真菌汚染の 評

価は必 ず しも適切 で は ない 。 室内真菌の 汚染源 の 特定や

ダン プネス と室内真菌の 関係を評価するに は，堆積真菌

量 とその 種類 を用 い る必 要が あ る。
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